Ezra Pound in His The Women of Trachis by 安川 昱 & Yasukawa Akira
エズラ・パウンドの「トラキスの女達」
著者 安川 ?
雑誌名 関西大学東西学術研究所紀要
巻 5
ページ A1-A20
発行年 1972-03-30
その他のタイトル Ezra Pound in His The Women of Trachis
URL http://hdl.handle.net/10112/16109
ェズラ・パウンドの「トラキスの女達」
安 JI 翌
ー
12年の長きに亘って，精神異常の名のもとに聖エリザベス病院に拘禁されていたエズラ・パ
ウンドは， 1958年， コロンビア地裁により叛逆罪不起訴の決定がなされ，釈放されると，パウ
ンドの第二の故郷イタリアに戻り， Merano近郊の SchlossBrunnenburgの娘夫妻のもと
に身を寄せた。
① 
世界史的な視点から，人間の精神の旅("periplum ")を， また不可知な因果律をその一大
叙事詩 TheCantosに綴り続けたパウンド，儒教的な道徳を説いて
Thru the 12 Houses of Heaven 
Seeing the just and the unjust, 
tasting the sweet and the sorry, 
@ 
Pater Helios turning. 
とうたしヽ，
There died a myriad, 
And of the best, among them, 
For an old bitch gone in the teeth, 
@ 
For a botched civilization 
と戦争を呪う詩人は，皮肉にも，戦争中のローマ放送局からの対米批判の放送がもとで，叛逆
罪の告発をうけ， 1944年ジェノアで米軍により逮捕されてヒ゜サの近くの米軍営倉に投ぜられた
時，どれほど心に深い傷を負ったことであろう。パウンドの放送は，戦争を憎み，文化の擁護
を訴える真情に発するものであり，また深い祖国愛に根ざすものであった。第1次世界大戦で，
幾人もの前途有為のすぐれた友人を失ったバウンドは．悲痛な思いで書いている。
We may take it as an axiom of ethics that no nation has any longer the right 
? ?
?
to make a war of offence against any other ... Lycanthropy in the individual is, 
in the nation, a clinging to atavistic ideals. The nation which breaks the peace 
of the comity of nations is on a par with the individual who breaks the peace 
within the nation. There is no reason why the offending nation should not be 
treated as Ca put lupinum. Roosevelt has said as much in print ... Unless the 
German people are unanimous in believing that al Germans are abominable and 
therefore better dead than alive, there must be, even in Germany, many men 
who will in time recognize that their conspirators have brought upon the German 
nation a misery at least as great as that which they foisted upon their neighbours. 
They must recognize the interdependence of nations as we recognize the interde-
pendence of individuals. They must recognize th虹 theloss of fine buildings, 
upon which their own savants are stil writing treatises, and the loss of young 
artists whose lives were linked with the lives of her own young artists, are losses 
④ 
to the German people. 
この時の心の同志，今は大統領として，ョーロッパを， 特にイクリーを侵そうとする Roose-
veltをバウンドは許せないのである。 1942年4月16日の放送でパウンドは
For the United States to be making war on Italy and on Europe is just plain 
nonsense, and every native-born American of American stock knows that it is 
plain downright damn nonsense. And for this state of things Franklin Roosevelt 
@ 
is more than any other one man responsible. 
と述べ，無知なアメリカ人に其実を，そして戦争の愚を知らせようと躍起となる。しかし，パ
ウンドの真意がどうであろうとも，敵国に在ってのパウンドのこのような言動が咎められずに
済む筈はなかった。
パウンドの娘 Maryde Rachewiltz Ii, 現代詩の指尊者として，真実の追求と美の擁護の
ため活躍し，また，政治や経済を論じて鋒先鋭く，戦争の愚を訴えて止まなかった父のミリク
ントな姿を回想して， 「景滸これを見て。景清これを見て。ものものしやと。夕日影に。打物
ひらめかいて。切ってかかれば泳へずして……
His armour caught every turn of the sun. 
R 
とうたわれる景清の雄姿を連想している。
1958年， イクリアに戻ったパウンドは， しばらく Brunnenburg城に滞在した後, Rapallo 
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?
に， Veniceに，あるいは Romaにと，イクリアの地を移り歩くが， やがて重い病にたおれ
る。 1961年の夏の終り頃には恢復に向ったが，パウンドはすっかり変ってしまった。彼は，哲
⑦ 
人的な，冥想に耽りがちの，悔恨にみち，謙虚で無口な弱々しい老人になってしまった。
M' amour, m amour 
what do I love and 
where are you? 
That I lost my center 
:fighting the world. 
The dreams clash 
and are shattered― 
and that I tried to make a paradiso 
@ 
terrestre. 
とうたうパウンドの心境は， Maryde Rachewiltzに倣って言えば， 日向の国に盲いて， 乞
食となって生きる娯猜のそれに通じるものがあるように思われる。 Maryは
He knew and we knew al the time that he had left that courtroom wearing a 
Nessus shirt. For ten years he had strenuously refused the conditions at which 
" freedom " was finally granted. Could it be that the lash on his back as he 
left America, probably for the last time, cut deeper than the one he had received 
as a young man? "The Latin Quarter Type" makes one smile amusedly nowa-
⑨ 
days. But at the thought of the long incarceration, the smile turns bitter. 
と，父パウンドの心境を察し，父に対する不当な取扱いに憤りに似た気持を表明しているが，
Maryの言薬はまた同時に， 何か運命的なものを暗示しているようである。とりわけ， 「ネッ
ソスのシャッ」の比喩は， Kagekiyo (「最清」）同様， パウンドの訳したソボクレスの Tra-
chiniae (The Women of Trachis)を念頭に置いた表現であって，私達は，景清のイメージ
の上に，苛酷な運命を呪い， 苦痛に喘ぐ英雄ヘラクレスのイメージが重なるのを見るのであ
る。パウンドと景消とヘラクレスという，非常にかけ離れた無関係に思われるものが，ここに
一つのイメージに統一されるのを見るのである。実に， このイメージの重層法 (super-posi-
⑩ 
tion)こそパウンド詩の鍵なのであるが，今ここにパウンド自身の上に景清とヘラクレスのイ
メージを重ねてみることは決して不当なことでないであろう。
「トラキスの女達」は，人間の善意と愛情の結果から，思いもよらない恐ろしい運命が降り
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かかることを描いた， ソボクレス中期の悲劇である。劇は，ヘラクレスが遠征に出た後， 15ケ
月孤聞を守って，夫の身を案じているディアネイラの独白で始まる。ヘラクレスは出発に先立
って，例になく神託を残してゆくが，それは13ヶ月目に死か，あるいは苦役の終りと栄光かに彼
の運命が決せられるというものであった。ディアネイラの不安を察した乳母の勧めで．彼女は
息子ヒュロスを父の消息を探りに遣わす。やがて近隣の男が来て，ヘラクレスの安泰を伝える。
それを追って，ヘラクレスの使者リカスが抽虜の女逹をつれて塗場し，ヘラクレスはエウボィ
ア島のケナイオン岬で，ゼウスを祭るべく準備中であることを告げる。ディアネイラは喜ぶが，
捕虜の中でも際立って美しいイオレに気付き，素性を尋ねる。リカスは隠そうとするが近隣の
男が，ヘラクレスはこの乙女を愛し，彼女を得るため，イオレの父エウリュトスの君臨してい
たオイカリアを攻め陥したのだ，と告げる。真実を知ったディアネイラは，昔怪獣ヶソクウロ
スのネッソスがディアネイラを犯そうとして，ヘラクレスの矢に射たれて死んだ時，彼の言薬
に従って，媚薬のつもりで取って置いた彼の血を衣に塗ってリカスに持たせてやる。リカスの
去った後，ディアネイラは血を塗るのに用いた羊毛の房が，太陽に暖められると燃え去ったの
を見て驚き怪しんでいるところへ， ヒュロスが戻って来て，母を父殺しの罪に問う。彼は，ヘ
ラクレスが妻から贈られた衣を着て様牲を捧げているうちに，衣の毒が身にまわり，身体に衣
が密着してはなれず，全身が焼け，彼は衣をもたらしたリカスを投げ殺して，妻を呪ったと告
げる。媚薬と思ったのはネッ‘ノスの復讐の毒であり，それによって夫を殺したことを知ったデ
ィアネイラは内にはいって，胸を突いて自殺する。ヘラクレスが担架に乗って登場。苦痛が一
時和らいだ時，彼は目覚めてヒュロスに， この苦痛を一思いに刃によって断ってくれと頼む。
要の奸策を責める父に対して， ヒュロスは母を弁設し，ネッソスの事を告げるとともに，母の
自殺を伝える。この言葉にヘラクレスは神託の成就されたことを覚り，自分をオイタ山頂に運
び，火葬壇上で生きながら焼くことを命じる。ヒュロスは，火を自分でつけること以外は約束
する。ヘラクレスがヒュロスにイオレを妻とすることを命じ，彼に附添われて山上に運ばれて
⑪ 
ゆくところで劇は終る。
恐怖と屈麻と苦病に大声をあげて，神を人を呪ったヘラクレスも，息子から，妻が自殺した
こと，彼女は彼の愛情を取戻そうとして，媚薬と信じてネッソスの血を塗った衣を贈ったのだ
と告げられた時，運命は，かつて，ディアネイラを犯そうとしたネッソスを彼が倒した時から
きまっており，見事に，一切の出来事が辻棲が合って見えてきた。パウンドはヘラクレスに
Come at it that way, what SPLENDOUR, IT ALL 
＠ 
COHERES. 
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と叫ばせている。恐ろしくとも，苅酷であろうとも，ここに神の意志を見たヘラクレスは落着
きを得て，今静かにオイタ山頂へ運ばれてゆく。
ディアネイラは全くの普意と愛It料をもって行動するのであって，夫の愛を奪った若くて，美
しいイオレに対してさえ憐閥の術を禁じえない優しい女性である。しかし，彼女には神意を知
ることはできない。もっともそれは，ゼウスの息子であり，あらゆる面でディアネイラとは対
照的なヘラクレスにも知ることのできないものであった。神は，無関心であるが如く，沈黙し
たまま見守っている。はじめ，人間に注意を払っていてくれる神がある筈だと歌っていたコロ
スも次第に神のことを口にできなくなってゆく。幕切れのヒュロスの言:Sfは神意の不条理と人
間の存在論的不安を表わしていると言えよう。
ニズラ・パウンドがソボクレスの「トラキスの女達」を翻訳しようと思いたった理由はいく
つかあると考えられるが，叛逆罪に問われ，精神異常の疑いのもとに，聖エリザベス病院に拘
禁されるという恐ろしい運命に見舞われたパウンドが「トラキスの女達」に深い共感を覚えた
結果であるに相違ない。パウンドは，病院に拘禁されてから数年たった 1952,3年頃にこの翻
訳を行った。
バウンドはかつて一連の自分の翻訳は，その時その時の仮面であると言った。そして， T.S.
⑱ 
Eliotも，パウンドの Homageto Propertiusを評して "Itis not a translation, it is a 
⑭ 
paraphrase, or stil more truly .. a persona."と述べているが，パウンドの Womenof 
Trachisは戦後のパウンドの personaとみてよかろう。パウンドはソボクレスとともに人間
の運命と神の道を観照し， すべてが神の道においては正しい， という結論に達したであろう
か。彼は paradisoにはいることができたであろうか。 Maryde Rachewiltzは興味あるエ
ビソードを語っている。
昨年 (1965年）の 1月のある笠った午後のことですが， 私達はヴェニスの桟橋に沿ってゆ
っくり散歩していました。彼は黙ったままで，私の質問にも答えませんでした。しかし，
その日私は上機嫌でした。 「苦しみは人に物を考えさせるためにあるのだ」という彼の法
則によって躾けられてきた私ですし一ーそして「考える前に二度考えた」と，私は考えた
ものですから，私は大げさな言業を一人でしゃべっていました。というのは，将来の活動
についての計画や，生活をもう少し楽しいものにすることについて，あるまっとうで建設
的な解決法に逹したと思ったからです。彼は黙って前方を見つめていました。その時，
急に一条の陽光が差しはじめ， 海が私達の眼を射ました。そして私は， 突然， 衝動的に
言ったのです。 「太陽は然り，と云っています」と。すると彼の顔が輝きました。彼は微
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笑を浮べて繰返えしました。 「太陽は然り，と云っている。然り」("The f'Un says yes. 
YES.")多分その瞬間，あのソボクレスの悲関が終ったのでしょう。 「何んたる見事さ。
すべて辻棲が合っている! (SPLENDOUR, IT ALL COHERES.)」父は最後の仮面
⑮ 
を棄てて，風や雨や太陽が語る楽園に到達したのでしょうか。
パウンドは一種の悟りを得たに違いない。彼は CANTOCXVIに
i. e. it coheres al right 
even if my notes do not cohere. 
Many errors, 
a little rightness, 
to excuse his hell 
and my paradiso. 
とうたっている。
?
エズラ・パウンドに「トラキスの女達」の翻訳を促した要因の他の一つは，日本の能楽に対
⑯ 
する関心と共感の再燃であった。バウンドは Womenof Trachisを北園克衛に献げ， 旧い
親友伊藤道郎か，梅若実のグループにレパートリーに加えるよう説得してほしい，と希望して
1, ヽS。
エズラ・バウンドの能楽に対する愛着と尊敬の念は， 1914年頃 ErnestFenollosaの未亡人
から夫の遣稿管理の委嘱をうけ，フェノロサの能楽論や， フェノロサが師事した梅若実（初代）
の聞書きやフェノロサの翻訳を整理して，文学的に完成した時に始まり，生涯を通じて変るこ
とはなかった。そして， 1970年6月10日の夜， ローマのエリセオ戯場での日本能楽団の最終公
演に突然パウンドが現われ，終了後，梅若実の孫に会いたい，といって楽屋に万三郎氏を訪ね
⑱ 
たのであった。この出来事は，パウンドの能楽と梅若実に対する尊敬と感謝がいかに深いもの
であるか示している。バウンドは，はじめて能楽に接した時，イマジスト詩人として彼らの掲
⑲ 
げた理想がここに一つの劇詩の形式として実現されているのを見たのであった。フェノロサ＝
パウンド訳の能楽はヨーロッパの文壇に大きい影響を与えたが，パウンド自身学ぶところ大な
るものがあった。能楽のヨーロッパの文壇に与えた影響，そしてバウンド自身に与えた大きい
影響について Encyclopediaof Poetry and Poeticsは次のように要領よく纏めて概略を
示している。
エズラ・パウンドの「トラキスの女達」（安川）
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No has broadly and rapidly influenced Western drama, nondramatic poetry, and 
literary criticism since Ezra Pound first received (1914), studied, revised, and 
published (1916) Ernest Fenollosa's notes and rude translations. Pound felt that 
no showed how to write a long Vorticist (i. e. imagist) poem, since he saw in 
it a technique by which crucial images unified whole plays or passages. He 
utilized both allusions to no and this technique of "Unity of Image" in the 
Cantos by employing certain recurring, archetypical images-e. g., light, the 
⑳ 
literary journey, and the heavenly visitor to earth-to unify his poem. 
ところで，パウンドが Sophoclesに関心を抱くようになったのはいつ頃であろうか。 1931年
刊行の Howto Readに模範とすべきギリシア詩人としてパウンドが掲げているのはHomer
と Sapphoで，悲劇詩人については， その効果の大きい部分をホメロスに依存しており， ま
た観客の『イリアド』の知識をあてにしていて，ホメロスよりも劣れるものとしている。そし
て Aeschylusも修辞的に過ぎる，と言って，もともとギリシアの悲劇にも喜劇にもあまり関心
を示していない。 ところが， 1954年 T.S. Eliotが編集して出版した LiteraryEssasyの
この箇所に，エリオットの脚註があって，パウンドは， この項を Sophoklesを大いに認める
ように改訂する用意があることを記し，また，序文にも近年パウンドがソボクレスに強い関心
⑳ 
を寄せていると述べている。それが正確にいつ頃から始まるかを詳らかにしないが，パウンド
が聖エリザベス病院に収容された後であると考えて問違いないと思う。 Womenof Trachis 
の翻訳は1951~2年頃行われ， Hudson Review VI. 4, 1953年の冬季号（実際に出たのは1954
年）に， Sophokles,Women of Trachis, A Version by Ezra Poundと題してはじめて発
表された。そして， 1954年4月25日， B.B. C. の第三放送がラジオ放送による初演を行った。
（書物の形で初版が出たのは英国では1956年ロソドンの NevilleSpearman書店から，米国
では翌1957年ニョーヨークの NewDirections書店からであった。 なお， 1969年， ロソドン
＠ 
の Faberand Faber社からペーパーバック版が出版された。）
パウ‘ノドがソポクレスの「トラキスの女達」に惹かれた動機は，既に述べたように，彼自身
の怖ろしい体験と苦悩にあると考えられるのであるが，劇詩として，パウソドはここに人間の
あわれさが最も純粋な形で＿神舞による鎖魂という形で，描かれていると考えたのである。
パウンドは献辞に添えて
The Trachiniae presents the highest peak of Greek sensibility registered in any 
of the plays that have come down to us, and is, at the same time, nearest'the 
8 
original form of the God-Dance. 
と書いている。パウンドは，能楽の解説において「能楽において我々は，神舞に基づく芸術を
見出す」と述べ， また "purifiedand elevated passion, which sees divine purpose under 
alt violence "を独特の要素であると考えた。 これこそパウンドが「トラキスの女達」の本質
とみたものではなかったであろうか。またパウ｀ノドは「トラキスの女達」に，一つの感情によ
⑳ 
る統一をみたと思う。 「能は感情のうちにその統一を持っている」とバウソドは能の解説に書
いている。ディアネイラの憐憫の情がこの劇詩の統一的イメージである。更に，もう一つパウ
ンドに Womenof Trachisが能の表現を思わせたものは， 彼の所謂 'Sophokleanecono-
⑳ 
my'であった。パウンドは能にみられる簡潔で無駄のない表現をここに見出した。 こうして
バウンドは「トラキスの女達」を能楽に引寄せてみている。 EarlMinerは，バウンドが近年
「能の内容は『トラキスの女達』を除いて，ギリシア悲劇より興味がある」と述べたと書いて
⑮ 
いる。このようにして， バウンドの頭の中で Womenof Trachisは， パウ｀ ノドのいう the
Plays of Spirits (四番目物）と God-dance(脇能物）を合わせた「能楽」の形をとるようにな
っていった。「トラキスの女達」の翻訳でパウンドは明らかにヘラクレスを後ッテと見たて，苦
悶を終えるとき神化することを暗示するような 'maskof divine agony'を着けて登場させ
る。パウンドの「トラキスの女達」は， Yeatsが能楽の影響の下に書いた劇を 'NohPlays' 
と呼んだ意味で，バウンドの 'NohPlay'と云ってよいだろう。
Michael Reckは，パウンドがエリザベス病院を訪れた人達に， Seferisによる Cathay
の現代ギリシア語訳を示しながら東西文化の融合について語って倦むことがなかったと告げて
いる。そして， パウンドがソボクレスの Trachiniaeを能楽の様式で上演されることを希望
⑮ 
して翻訳したのはこの理想に基づくものであったと述べている。
?
次に，パウンド訳「トラキスの女達」を， ソボクレスの原典や，二，三の英訳と比較しつつ，
その特色や意図などについて考えてみたい。
先ず最初に登場人物表を対照してみよう。
ギリシア語原典 (OxfordClassical Texts叢書， Loeb叢書）
TA TOY 11P AMA TOL IIPOLQIIA 
t::.HIANEIPA Cディアネイラ）
△ OY AH TPO<J>OI: (乳母）
AIXAI: Cリカス）
HPAKAHI: (ヘラクレス）
YAAO~Cヒュロス）
ニズラ・パウンドの「トラキスの女達」（安川）
IIPEI:BTI: C老人）
，?
XOPOt fYNAIKON TPAXINION (トラキスの乙女たちよりなる合唱隊）
ArrEAOt (使者）
Loeb叢書の F.Storr訳。 (MichaelReckは， パウンドが Loeb叢書を参照していた， と述べ
ている。）
DRAMA TIS PERSONAE 
HERACLES, son of Zeus and Alcmena. 
DEIANIRA, daughter of Oeneus, his wife. 
HYLL US, their son. 
LICHAS, herald of Heracles. 
A MESSENGER. 
NURSE. 
OLD MAN. 
叫， daughterof Eurytus, captive 
CAPTI;:~~=::d"·l mute chamcte,s. 
CHORUS OF TRACHINIAN MAIDENS. 
SCENE : Before the house of Heracles at Trachis. 
パウンド訳 (Faberpaper covered edition) 
PERSONAE 
The Day's Air, DAIANEIRA, daughter of Oineus. 
HERAKLES ZEUSON, the Solar vitality. 
AKHELOOS, a river, symbol of the power of damp and darkness, triform as 
water, cloud and rain. 
HYLLOS, son of H erakles and Daysair. 
LIKHAS, a herald. 
A messenger. 
A nurse, or housekeeper, old and tottery, physically smaller than Daysair. 
IOLE, Tomorrow, daughter of Eurytus, a king. 
Captive women. 
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Girls of Trachis. 
この対照表によって，パウンドの個有名詞の取扱いに際立った特徴があることがわかる。①原
典及び Storr訳にない AKHELOOS('Axe;lqlos)を掲げ， これが， 三度も姿を変えてディ
アネイラに結婚を迫った川の神であることを説明していること。 （これはパウンドの解釈とし
て，登場人物ではないが，ディアネイラの運命の予感に重要な意味をもつものとして人物表に
並べたものであろう。 Berlinや Darmstadtでの上演ではどのように扱われたか詳かにしな
いが， あるいは，劇の終りの方でパウンドはヴィーナスを deaex machinaとして一瞬登場
させるよう卜書に書いているが，そのような方法で舞台に登場させることを考えていたのかも
しれない。 B.B.C.第3放送のキャストには， ラジオの放送であるから当然であるが， Iole 
とともに除かれている。） (2)ディアネイラを TheDay's Air=Daysairという英語名にして，
イオレの Tomorrowと対照させていること。 A加fJetpOlというギリシア語の原義は「夫を殺
すもの」の意で， パウンドの英語固有名詞 Day'sAirとは意味の上では何んの関連もないの
だが，これは，外国語と英語の発音の類似に甚づいて，パウソドがしばしば試みる bilingual
punの例であると思う。 !:.7Jta1Jetp0lの発音は Dayan(d) airに多少類似している。それによ
って Dayand air=Day's air=Daysairという固有名詞を造ったものと思われる。 Daysair
という英語によって表わそうとする意味内容は曖昧であるが，ヘラクレスを太陽の活力と結び
つけようとするパウソドは， daisy(f. OE. day's eye)にも通じるこの名によって，太陽の優
しさの面を暗示しようとしたのだろうか。そのように考えると Maryde Rachewiltzの語るエ
ピソードとも付合するように思われる。 (3)ヘラクレスを HeraklesZeusonと呼び，太陽のバ
イクリティを持てる者としたこと。ヘラクレスがゼウスの息子であることは撒l中しばしば語ら
れるが，パウンドは， ここに Zeus'sonを Zeuson とー語に融合せしめて固有名詞の如く用
いた。パウンドの詩，特に TheCantosにおいては，独特な複合語，時には英語と外国語と
の結合による造語は常套手段の一つである。 (4)ギリシア語の英語式表記の通常の方法に従わず，
独特な方式を用いる。これはパウンドの所謂 "ideogrammicmethod"に関連するものであろ
ぅ。 'HpaにA和は Heraclesと綴るのが慣習であるが，パウンドはこれを Heraklesと綴る。
即ちギリシア語のにはラテン化する場合 cとするのが慣習だがパウソドは Kとし， 同様に
Xを chとする方式に従わず khとする。パウンドの方式によると， Chorusは khorosと
なる。なお，ギリシア語の第二種転尾に属する ・OS で終る男性名詞をラテン化する際， ラテ
ン語の形 -usに変えるのが英語式表記の慣習であるが，パウンドはここでもそれに従わない。
(Storr訳， Hyllus。パウンド訳 Hyllos)
パウンドの Womenof Trachisは， ギリシア語の語彙やイデオム， リズムや韻律にも捕
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らわれない，そして行数にも縛られない簡潔な表現を旨とした，日常的な口語体の自由詩形を
とっている。韻律は trocheeを主軸とするが， 自由に変化する。 (1966年に新訳を発表した
Robert Torranceは，ギリシア悲劇の英訳には blankverseがもっとも適しているように思
＠ 
うと述べ， コロスの部分を除いて blankverseを用いている。 これは F.Storrも同様で，
これは英国における古典の翻訳の常道である。 Torranceの訳は用語も現代的で理解しよいが，
しかし，これをパウンドの自由な生彩に富んだ会話体にくらべると，如何にも重々しい。しか
し， 原典の忠実な翻訳を試みる Torranceと， 自分の「トラキスの女達」を作ろうとするバ
ウンドと目的が異るであろう。冒頭の部分を比較してみよう。
（パウンド訳）
Daysair:'No man knows his luck'til he's dead.' 
They've been saying that for a long time 
but it's not true in my case. Mine's soggy. 
Don't have to go to hell to find that out. 
I had a worse scare about getting married than any 
girl in Pleuron, my father's place in Aetolia. 
First came a three-twisted river, Akheloos, 
part bullheaded cloud, he looked like, 
part like a slicky snake with scales on it 
shining, then it would look like a bullheaded man 
with water dripping out of his whiskers, black ones. 
Bed with that! I ask you ! 
(R. Torrance瓦
Deianeira : There is ancient proverb people tel 
that none can judge the life of any man 
for good or bad until that man is dead ; 
but I, for my part, though I am stil living, 
know well that mine is miserable and hard. 
Even while I was living with my father 
Oeneus in Pleuron I was plagued by fear 
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of marriage more than any other woman. 
My suitor was the river Achelous, 
who took three forms to ask me of my father: 
a rambling bull once—then a writhing snake 
of gleaming colors—then again a man 
with ox-like face: and from his beard's dark shadows 
stream upon stream of water tumbled down. 
Such was my suitor. As I waited there 
I prayed my agony might end in death 
before I ever shared my bed with him. 
原典で17行， Torrance訳は忠実に17行であるが，パウソド訳は12行ですませている。 15~17
行「このような求婚者を迎えるのかと思うと，これに身を任せる位なら，いっそ死んでしまい
たいと，哀れなわたしは願うのでした」というところを， バウンドは"Bed with that ! I 
ask you!"という， たった一行の激しい口勿で，その相手のおぞましさと， それに対する嫌
悪の情を表現している。
パウンド詩の技巧は， 視箕的な言薬の配列 (Phanopoeia)と， 言葉の響き (Melopoeia)
にあり，更に，それらの言薬の知的述想 (Logopoeia)を重んじるところにある。しかし，バ
ウンドにとって最も大切なことは「イメージ」である。上に引用したディアネイラの冒頭の独
白においても，パウンドは言葉を節約し，イメージの表出に意を用いている。ディアネイラの
暗い逓命と不安を賠示するイメージを観客，あるいは読者の心に焼きつけるようにパウソドは，
F. Storr訳も， Torrance訳も故意に避けているように思われる "hell"という言葉を用い
（この点原典に“吟 '1A1oouμo.:I釦”とあって却ってパウンドの方が忠実ということになる）
「冥府に降る前に，わたしは自分の生涯が不幸と苦しみに満ちたものであることをよく知って
いる」というところを， 「人の運は幸か不幸か死ぬまでわからないと云われる」という前の文
に続けて，「しかし私の場合はそれは当てはまらない」と，一旦切った上で， "Mine'ssoggy" 
と筒潔に身の上を表現する。これは形式的には， 「自分の生涯が不幸と苦しみに満ち」に相当
するところであろうが，パウンドはそれに拘ることなく，イメージを打出した。
パウンドが大胆に行った省略や変更は，自己の表現上の要求のためと，もう一つ現代の観客
に感動を与える劇に仕上げるために必要であった。例えば， 25~6行"but I sat petrified 
with terror, lest my beauty might bring sorrow down upon me." (Torrance訳）；
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"For me-I sat distracted by the dread/ That beauty in the end might prove my 
bane." (Storr訳）をバウンドは
Looks are my trouble. And that wasn't the end of trouble. 
と，筒潔で，運命を予感させるような，胸に迫ってくるような直接的な表現で， しかも，前後
に間を置き， この句を浮彫にする。それによって，美しい容貌が仇となる， というこの句が，
この測の事件の発展のモティーフを示していることを観客に印象づけようとする。後にディア
ネイラは，イオレを憐んで云う。
And if he was overflowing with passion for her, 
will I but pity her greatly, and the more. 
Her looks have ruin'd her life, and ruin'd the land of her fathers, 
not knowing, wretched, didn't know what it was al about. 
All this gone under the wind. 
パウンドの Womenof Trachisが劇として成立し，観客の心を捉えることができるのは，
その生き生きとして， しかも変化に富んだ， 日常会話体のテンボの早い言業のの遣り取りにあ
ろう。ディアネイラが息子のヒュロスに，乳母がもっともな事を云ったという箇所をみよう。
(Storr訳）
DEIANIRA: My child, my boy! wise words in sooth may fall 
From humble lips. This woman is a slave, 
But her words breathe the spirit of the free. 
HYLLUS: What, mother? tel me, if it may be told. 
(Torrance訳）
DEIANEIRA: My child, my son, wise saymgs sometimes come 
even from humble people like this woman. 
She is a slave, but what she says rings free. 
HYLLUS: what, mother? Tell me, if it may be told, 
(Pound訳）
Daysair : See here, son, this slave talks sense, 
More than some free folks. 
HYLLOS: What's she say? Lemme hear. 
バウンド訳における，伝令官リカスと土地の使者との間に交されるテンボの早い造り取りは胸
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のすく思いがする。
MESSENGER: Service, duty, yes, duty, my dicky-bird and if you don't .. 
LIKHAS: What's this screw-ball? If I don't .. 
M: Do your duty, do you get that? It sounds fairly clear. 
L : Silly to stop for this nonsense, I'm of. 
M : One litle question. 
L: Get on with it. Not the the quiet type, are you? 
パウンドは， 見事にそれぞれの登場人物の個性に合った言葉を喋らせている。それぞれ調子
（メロディー ）が異る。 Daysairは憂愁に閉された優しい言葉， 時には威厳にみちた言葉を，
また時には激しい嫌悪を表現する言葉を知っている。"Bed with that ! I ask you ! " 
"THUNDER of God! By the black vale of Oeta, don't weasel to me."土地の人間
Messengerは大衆らしい， 訛の強い俗語混りの言業を使う。力強いバス（低音）の響きがあ
る。リカスは，英雄ヘラクレスの伝令官という地位に虚栄を張っていて，多少人擦れした，ロ
達者な伊達男の調子である。"He'll be along as soon as he's finished the celebration. 
All very fine-Sacrifice captives. C'est tres beau ..... "子供を生んで見棄てて無関心な
神の沈黙と不条理を体験したヒュロスの幕切れの台詞は，自暴自棄に陥らず，冷静に苛酷な運
命を凝視する人にふさわしい均衡ある言葉となっている。
HYLLOS : Hoist him up, fellows. And for me a great tolerance, 
matching the Gods'great unreason. 
They see the things being done, 
Calamities looked at, 
sons to honour their fathers, 
and what is to come, nothing is seen. Gods! 
Our present miseries, their shame. And of al men 
none has so borne, nor ever shall again. 
And now ladies, let you go home, 
Today we have seen strange deaths, 
wrecks many, such as have not been suffered before. 
And al of this is from Zeus. 
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パウンドのヘラクレスは，その大言壮語や，露わな苦痛の訴え，呪咀，息子に対する理不尽
な要求（ヘラクレス自身，父ゼウスによって苛酷な扱いを受けている）などが，強烈なイメー
ジをもって迫ってきて，読者，観客に異常な恐怖をよびさますのである。ヘラクレスの台詞の
1259行以下に
Rouse, arm thyself, 0 stubborn heart, 
Before again the plague upstart; 
Set on thy lips a curb of steel, 
Thy mouth let stony silence seal ; (Storr訳）
0 my stalwart spirit, before you arouse 
th" d 1s ma ness agam, come, give me a bridle 
of steel to fasten my lips like stones ; 
and hold back your cries (Torrance訳）
とあるとこるに，パウンドは鮮明なイメージを浮びあがらせる。
Come ere the pain awake, 0 stubborn mind. 
And put some cement in your face, 
reinforced concrete, make a cheerful finish 
even if you don't want to. 
鉄筋コンクリートで口を固める，という創造的な訳によって顔や唇が鋼のようにかたくセメソ
トで固まっているイメージが彩かに浮ぶ。そしてそこに堅牢で巨大な鉄筋コンクリートのビル
のイメージが重なってくる筈である。またそれはヘラクレスの強さ，激しさを暗示する。なお，
ソボクレスのギリシア語は x&luf,oi;1,0。に6U加OJJaてoμwvであって， 「石を込めた鋼のはみ」
の意である。この「石を込めた鋼」 'steelreinforced with cement'を'reinforcedconcrete' 
@ 
としたところがパウンドのパウンドらしいところである。
以上，対話の部分についていくつかの例をみて，パウンドの翻訳の創造的な意味を理解でき
るのであるが， Womenof Trachisで，パウンドの本領が妓も発揮されるのはコロスの部分
である。パウンドは最初から， ソポクレスの原典に忠実に従うことをあきらめていて，自由な
詩作の態度で臨んでいる。 Womenof Trachisを詩として 'mostlyinferior'と貶す Noel
Stockも， コロスの部分の word-soundsや word-blendingの実験にはみるべきものがある
⑲ 
と認め，最初のコロスの歌から Antistrophe1を引いている。
Daysair is left alone, so sorry a bird, 
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For whom, afore, so many suitors tried. 
And shall I ask what thing is heart's desire, 
Or how love fall to sleep with tearless eye, 
So worn by fear away, of dangerous road, 
A manless bride to mourn in vacant room, 
Expecting ever the worse, of dooms to come ? 
ヘラクレスの帰還を喜ぶコロスのアボロ讃歌は詩の音楽の見事な例であらう。
KHOROS:APOLLO 
and Artemis, analolu 
Artemis, 
Analolu, 
Sun-bright Apollo, Saviour Apollo 
analolu, 
Artemis, 
Sylvan Artemis, 
Swift-arrowed Artemis, analolu 
By the hearth-stone 
brides to be 
Shout in male company : 
APOLLO EUPHARETRON. 
これをギリシア語の原典と比べてみよう。 (OxfordClassical Texts版）
Xo. avo2o2ul;a,w o6μos 
弱W!"iOIS&2a2ara[s 
oμe2Mッuμゆos・iッoe,cmvos apaevwv 
；て0 に.:!arra如泌pap姦pav
'A訪泣wva冗poaてなゅ，
' oμou os冗ocava匹,_
釦'&磁rsて',w冗ap0ivo,,etc. 
バウンドは巧みにギリシア語の音楽を refrainの中に移している。原典の 3行目までに子音の
流音入(l)+oが多く用いられていることに気づいたバウンドは， Apolloを中心としてギリシ
工ズラ・パウンドの「トラキスの女達」（安川） 17 
ア語必ulolueaて0 をリフレインに用いた。（必olo泌如=to cry aloud, to shout with joy) 
但し，英語のリズムに乗るよう， stemの anololuを取り， 口調のよいよう analoluに変え
て用いている。また APOLLOEUPHARETRON C美しい服持てるアポロン）は原典にある
eucpapfrp⑪ 'A冗ollw匹を用いたものであるが，語順を変更したうえ， アボロを英語式で，そ
して eucpapl.てpoッの主格形は eucpapl.てP1J~ であるが， これを取らず，第二種転尾男性単数主格
の語尾を与えて口調を整えた。
さきにヘラクレスの恐ろしい運命をきき，今またディズエアの自殺を聞いたコロスの嘆きに
は，アボロ讃歌とは打って変った哀しい調べがある。
KHOROS: (declaimed) Str. l 
TORN between griefs, which grief shall I lament, 
which first? Which last, in heavy argument? 
One wretchedness to me in double load. 
Ant. l 
DEA TH'S in the house, 
and death comes by the road. 
(Sung) Str. 2 
THAT WIND might bear away my grief and me, 
Sprung from the hearth-stone, let it bear me away. 
God's Son is dead, 
that was so brave and strong. 
And I am craven to behold such death 
Swift on the eye, 
Pain hard to uproot, 
and this so vast 
A splendour of ruin. 
このような Womenof Trachisの翻訳法は古典学者の間に波紋を投げ， 古典学のスクン
ダードからあまりにも逸脱するものであると非難するものが多かったが， J. P. Sullivanは
'fascinating translation'といって高く評価し，その意義を次のように述べている。
.... Pound took a number of shQrt cuts, not al of which the critic or the scholar 
will find defensible, but his translation, despite the animadversions of the liter-
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alists, has behind it a critical insight, debateable but definite, without which no 
translation is ever worthy of the name. And The Women of Trac his has to be 
set beside the Homage to Sextus Pro pertius as a major attempt to restore to us 
⑳ 
an ancient original, which in an important sense had been lost. 
S. V. Jankowski もバウンドの翻訳態度を弁護して， バウンドがギリシア語の語義やイディ
オムに忠実でない，と非難するのは正しいことでない。バウンドは，一行一行，あるいは一節
ごとの正確な意味を知るため非常な努力を払った後，自分自身の表現を見付ける仕事に取掛る
のである。
His Sophocles is an artistic achievement, a conscious breach with the old, unsat-
⑳ 
isfactory method; not an academic test of knowledge. 
あたかもパウンドの「トラキスの女達」を公認するかのように， ドイツ語訳，イタリア語訳，
スウェーデン語訳が出たし，詩選集に「トラキスの女達」の抜粋が収められるようになった。
?
Women of Trachis が B.B.C.の第3放送によって1954年4月25日に初演されたことは
既に述べたが， D. G. Bridsonと ChristopherSykesが油出し， この上演のために John
Hotchkisが音楽を書いた。その後 Yale大学でも上梱され聴衆はたちまち緊迫感に打たれた
⑳ 
という。 1959年の12月にはダルムシュタットで， Eva Hesseの独訳による公演が行われた。
（それより先にベルリンで同じヘッセ嬢の独訳による初演が行われて大成功であったという。）
ダルムシュタットの公演には，パウンドは市の賓客として市長から公式の招待を受け， Mary 
de Rachwiltzに伴われて初日に出席した。独訳者のヘッセ嬢，エリオット，カミングズも同
伴した。 CharlesNor manはその箸 EzraPound中にこの時の愉快なエピソードを語って
いる。
ダルムシュクッ！• の劇場はバロック時代の城の一爽にあり，ボックス席がなかった。それ
を知ってパウンドはがっかりして帰ろうとしたようであった。しかし， ッヘセ嬢が「エリ
オット氏なら立場上そのようなことはなさらないでしょう」と言うと，パウンドは客席に
坐った。ところが終演直前になって彼は突然立ち上って姿を消した。皆んなは彼が劇場か
ら去ったものと思っていた。やがて劇が終って，俳優逹が拍手に答えるのを見ると，驚い
たことに，パウンドが俳優達と並んで観客の拍手に答礼しているのであった。拍手は熱烈
＠ 
な歓迎にかわった。パウンドは5,6回も舞台に呼び戻された。
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その後， 1960年の夏ストックホルムで，
⑳ 
が行われたことが伝えられている。
Claes von Rettigのスウェーデン語訳による公演
我が日本においても，パウンドが希望したような能の様式による上祓の一日も早く実現する
ことを念じつつこの稿を終える。 1971年11月30日
??
?????
???
????
The Cantos その他にバウンドが好んで用いるギリシア語。（冗epl11..<ou~) : circumnavigation. Peri-
pulus also designates an account of a coasting voyage, such as that of Hanno. Note, howe-
ver, that Pound always writes" periplum ". Annotated Index to the Cantos of Ezra Pound 
by J. H. Edwards and W. W. Vasse (Univ. of California Press, 1957) 
Canto CXIII 
Hugh Selwyn Mauberley, V. 
Gaudier二Brzeska: A Memoir by Ezra Pound (John Lane. The Bodley Head, 1916) pp.1~2 
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⑳ Encyclopedia of Poetry and Poetics, edited by Alex Preminger (Princeton Univ, Press, 
1965), p. 571 
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⑳ Literary Essays, p. 36n. 
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